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いることです。誰もが知っているつもりでい

るナイチンゲールですが，実は今まで多くの

人々は，本当には理解していなかったといっ

ていいのです。

というのは，彼女の業績は一定程度は評価

されているのですが，彼女の看護論，看護思

想は， これまできちんと研究されなかったか

らです。したがって彼女の看護論の真意は，

明らかにされてこなかったといっていいでし

ょう。ナイチンゲールの看護思想の研究はよ

うやく始まったばかりなのですから，彼女の

看護論は，今，新しいといえるのです。

今，ナイチンゲールの看護論が

新しい

醗簾應鮮代看護を確立し庭ゞ
金井確かにナイチンゲールは， 「看護｣の機

能の発見者であり，看護の新しい時代の幕開

けをしました。

けれども，知ってほしいことは， 「近代看護

の確立」という有名な“キャッチフレーズ”

と，ランプをもつ天使とか犠牲の精神とかい

うような，なかば神話化されたイメージだけ

が先行してしまっていて，それでみんなナイ

チンゲールのことがわかったつもりになって
看護を専門的な職業として確立

旦巽惑才ｲﾁﾝｹｰﾙの業績を譲
金井一般に，ナイチンゲールの業績を評価

するとき, 1番目に看護をひとつの職業として

確立したこと,巳番目に看護教育のシステムを

つくったことがあげられます。その裏には，

次のような事|冑があったことを忘れてはなり

ません。

19世紀のイギリスにおける病院は，極貧に

あえぐ人々が病気になったときに収容される

施設で，不衛生でした。そして看護婦といわ

れる人も，同様に貧しく，何の知識も技術も

もっていなかったのです。だから上流家庭に

育ったナイチンゲールが看護婦になりたいと

いったとき，周囲からは大反対されたのです。

長い失意の時代を経て，ついに看護婦にな

ったナイチンゲールは，新しい発想で，自ら

▼クリミア戦争前
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特集勧電勁勤鋤副-4人の看護論一

▲クリミア戦争で看護にあたる

の看護の理念を実現していきました。そして

クリミア戦争での功績が，広く人々に知られ

ることになったのです。

ナイチンゲールが臨床の現場にいたのは約

S年間だけで,残りの生涯は,病院の改善や看

護婦の養成，国民全体の健康増進のために費

やしました。表舞台に立つことはありません

でしたが，行政に働きかけ，また膨大な著作

を著したのです。

ナイチンゲールは，それまで社会の底辺の

人々が行なってきた看護に光をあてたのです。

看護は専門的な職業だとし，教育を受けた專

門的な人々が看護を行なうようなシステムを

つくったのです。このことは社会に大きな影

響を与えました。ナイチンゲールの存在その

ものが看護を支えてきたといえるほどです。

こういった業續を残すことができたのも，

ナイチンゲールが確固とした看護の思想をも

っていたからこそです。この思想は，ナイチ

ンケールが自ら発見したものなのです。
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▲クリミアから帰国した直後

金井私は，ナイチンゲールの残した最も大

きな業續は， 『看護覚え書』を書いたことだと

考えています。

なぜならそれが，世界で初めて「看簔とは

何か」を文章として明らかにしたものだから

です。そしてこの看護の定義によって明らか

にされた内容こそ，看護の原点であり，本質

なのです。それは時代や国を越えて，永遠に

引き継がれていくものなのです｡『看護覚え書』

を理解せずに，ナイチンゲールを理解したこ

とにはなりません。

『看護覚え吉』を古くさいと考える人もいま

す。この本が， 1859年当時の生活実態に即し

て看護を語っているからでしょう。しかし，

時代や生活環境が違っても，本質的なことは

変わらないと読みとるべきなのです。

｢看護覚え書｣は看護の原点

堅言説:代表的な善作．
『看護

准看護婦資格試験 1995.4 9



のときどきの結果として現れたのが，病気と

いう現象なのである」

つまり，病気とは，体のなかで自然治癒力

が発動している姿だといっているのです。

たとえば雲水は，舅粘膜についた病原体や

異物を洗い流そうとして，自然の治癒力が働

いている姿なのです。悪いものを食べて下痢

や嘔吐をするのも同じ力の働きです。

このような体の働き,｢癒そうとする自然の

試み」を大事にしたとき，看護者は「自然の

試みを援助しなければならない」と，ナイチ

ンゲールは述べています。

この言葉はこう解釈できます。

症状や病気は，その人の生活を制限するも

のです。たとえば発熱したら安静にしなけれ

ばならないし，骨折したら動けない。このよ

うに生活が制限されたことに対して働きかけ

ること，すなわち生活をその人に代わって援

助することが看護である， と。

▲自室で仕事に取り組む

病気は，体のなかで

自然の治癒力が働いている姿

唖屋墓駕而鯉言護の定義』
金井看護とは何かがわかるためには，まず

「病気」を看護の目で見つめなければなりま

せん。ナイチンゲールは， 『看護覚え害』のな

かで，看護の知識は「医学知識とははっきり

区別されるものである」と述べています。病

気を医師の見方でなく，看護の視点で見る必

要があるのです。

だからまず「病気とは何か」を理解しなけ

ればなりません。そして看護的に症状や病気

を読んでいくのです。

ナイチンゲールは，病気を次のように定義

しています。「すべての病気は，その経過のど

の時期をとっても，程度の差こそあれ，その

性質は回復過程であって，必ずしも苦痛を伴

うものではないのである。つまり病気とは，

毒されたり衰えたりする過程を癒そうとする

自然の努力の現れであり，－(中略)－そ

患者を最もよい状態におけるよう，

生活の援助をするのが看護

金井では，看護の定義に移りましょう。次

の巳点をあげることができます。

第1に,ナイチンゲールは｢看護がなすべき

こと，それは自然が患者に働きかけるのに，

最もよい状態に患者をおくことである」とい

っています。いいかえると，病気のlll頁調な回

復過程が進むように，患者の周辺に最もよい

状態をつくることが看護だ，ということです。

先ほど述べたように，病気による生活の制

限を補っていくのが看護なのです。たとえば

自分では食べられない人には食べさせてあげ

るとか。つまり生活の援助であり，生活を整

えることなのです。医師の治療を介助するの

が看護の本質ではないのです。
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特集圃画勁尋画画-4人の看護論一

以上のことを，より具体的にいっ

たものが第巳の定義です。

「看護とは，新鮮な空気，陽光，暖

かさ，清潔さ，静かさを適切に保ち，

食事を適切に選択し管理すること－

こういったことのすべてを，患者の

生命力の消耗を最小にするように整

えることを意味すべきである」

先に述べたように，ナイチンゲー

ルは「そのときどきの(生活の)結果

として現れたものが，病気という現

象」といっています。これは，いい

かえると，体にはそのときそのとき

の生活が反映されるということなの

▲晩年，ナイチンゲール看護学校の生徒たちと

これは私も強調したいことです。看護の視

点は，看護職みんなが同じでなければならな

いと思います。

各人の仕事の役割分担は，仕事をスムーズ

に進めていくうえで大事なことです。しかし

「看護とは何か」について，看護職は共通の

理解をもつべきだと思います。

現在は，看護職はそれぞれ個人の看護観を

もっているべきだと考えられています。しか

し，個々の看護観のスタート地点，土台は共

通のものであるべきです。そうでなければ臨

床は混乱するし， これから発展していく看護

の方向を見失ってしまうでしょう。基本とな

る看護の視点を共有化し，それを状況によっ

て各自発展させてゆけばよいのです。

ナイチンゲールの思想は，看護の土台その

ものです。これを学べば，自分たちが何をす

ればよいかがわかるのです。

彼女の業績をイメージだけでほめたたえる

のではなく，思想家ナイチンゲールのものの

見方を知って臨床に生かす。これが今，現代

の私たちがナイチンゲールを学ぶ理由です。

です。つまり，生活が乱れていると，それが

病気となって現れるということです。

この生活の乱れを，そのときどきの患者の

力に応じて整えていくのが看護なのです。患

者に力があれば，患者自らが生活を立て直し

ていけますが，その力がないとき，あるべき

生活を患者の周りにつくりだしていくのが看

護です。

このように，生活をつくり直していくこと

をとおして，症状が順調に回復していくのを

助けること。それが，ナイチンゲールのいう

本来の看護なのです。

「看護とは何か」について

私たちは共通の視点をもつべき

鰹芯蔑~ﾙを，今葱ぜ学ぶべ害葱①
金井ナイチンゲールは,『看護覚え書』の｢は

じめに」で次のように述べています。

「私はまず“看護”という言葉の意味すると

ころに関して，われわれは当然同じ理解をも

っていると思いたい」

*文中引用文献：ナイチンケール著湯槙ます・薄叶坦子ほか訳；看,罐覚え啓，現代社， 1993


